
o 2 － 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

－ － 現状維持 ○ 財源

見直して継続 拡大
拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 縮小 削減
事業統合 人員

Check 3 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：09安全安心な上下水道のあるまち 指 標 名 適正な事務の執行（指標設定しない） 指　　標 － 新規 ○ ソフト 事務事業コード 415

○基本的政策：02水質が保全され快適で衛生的な生活環境があるまちをつ 指標の目標値 － 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 下水道課

　くります 関 係 法 令 　地方交付税法 －

○ 施策 ：01公共下水道の整備と普及促進 市 条 例 等 作　　成　　者 山脇　明

事務事業名 　下水道事業会計への一般会計からの繰出金
関連計画

下水道事業会計支出金 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 010000
算

款   項   目 080501

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　一般会計から下水道事業会計への支出金 １　一般会計から下水道事業会計への支出金 １　一般会計から下水道事業会計への支出金 １　一般会計から下水道事業会計への支出金
　・下水道事業会計負担金 　・下水道事業会計負担金 　・下水道事業会計負担金 　・下水道事業会計負担金
　　　基準内繰出金　386,647千円 　　　基準内繰出金　377,158千円 　　　基準内繰出金　 　　　基準内繰出金　
　　　基準外繰出金　 　　　基準外繰出金　 　　　基準外繰出金　 　　　基準外繰出金　

主な事業内容

（年次計画）

Plan 1

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 － － － －

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 356,677千円 市債 0千円 377,158千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 356,677千円 一般財源 377,158千円

職員数/人件費 正 0人 会計任 0人 0 千円 正 0人 会計任 0人 0 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 D



地震対策（防災）工事 　・総合地震対策（防災）工事
２　公共下水道管渠等の管理 ２　公共下水道管渠等の管理 ２　公共下水道管渠等の管理 ２　公共下水道管渠等の管理
　・管渠、マンホールポンプ等の点検、調査、補　 　・管渠、マンホールポンプ等の点検、調査、補　 　・管渠、マンホールポンプ等の点検、調査、補　 　・管渠、マンホールポンプ等の点検、調査、補　
　　修、更新 　　修、更新 　　修、更新 　　修、更新

主な事業内容 　・宅内排水設備工事の検査等 　・宅内排水設備工事の検査等 　・宅内排水設備工事の検査等 　・宅内排水設備工事の検査等
３　流域下水道維持管理 ３　流域下水道維持管理 ３　流域下水道維持管理 ３　流域下水道維持管理

（年次計画） 　・県流域下水道維持管理に対する負担金 　・県流域下水道維持管理に対する負担金 　・県流域下水道維持管理に対する負担金 　・県流域下水道維持管理に対する負担金
４　流域下水道建設事業 ４　流域下水道建設事業 ４　流域下水道建設事業 ４　流域下水道建設事業

Plan 1 　・県流域下水道建設に対する負担金 　・県流域下水道建設に対する負担金 　・県流域下水道建設に対する負担金 　・県流域下水道建設に対する負担金
５　水洗化の促進 ５　水洗化の促進 ５　水洗化の促進 ５　水洗化の促進

（実績） 　・水洗便所改造資金に対する融資 　・水洗便所改造資金に対する融資 　・水洗便所改造資金に対する融資 　・水洗便所改造資金に対する融資
６　下水道料金・受益者負担金等徴収事務 ６　下水道料金・受益者負担金等徴収事務 ６　下水道料金・受益者負担金等徴収事務 ６　下水道料金・受益者負担金等徴収事務

Do 2 　・水道料金に併せて料金の徴収 　・水道料金に併せて料金の徴収 　・水道料金に併せて料金の徴収 　・水道料金に併せて料金の徴収
　・受益者負担金（分担金）の賦課、徴収 　・受益者負担金（分担金）の賦課、徴収 　・受益者負担金（分担金）の賦課、徴収 　・受益者負担金（分担金）の賦課、徴収
７　公債費の償還 ７　公債費の償還 ７　公債費の償還 ７　公債費の償還
　・市債元金、利子の償還 　・市債元金、利子の償還 　・市債元金、利子の償還 　・市債元金、利子の償還
（繰越明許） （繰越明許）
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あるまち 指 標 名 下水道水洗化率（人口） 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ソフト 事務事業コード 4743

○基本的政策：02水質が保全され快適で衛生的な生活環境があるまちをつ 指標の目標値 88.9% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ○ ハード 担　当　課　名 下水道課

　くります 関 係 法 令 　下水道法 琵琶湖流域下水道
（湖南中部処理区

○ 施策 ：01公共下水道の整備と普及促進 市 条 例 等 作　　成　　者 山脇　明）東近江市公共下

事務事業名 　生活環境の改善と琵琶湖の水質保全を図るため、湖南中部処理区における事業完了と、東北部処理 水道全体計画、琵
関連計画区における早期整備を目指します。 琶湖流域下水道（

(下水)下水道事業 事務事業概要 予
会   計   名 下水道事業会計東北部処理区）東

近江市公共下水道 大事業コード xx0000
全体計画、東近江 算

款   項   目 xxxxxx市地域福祉計画

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　公共下水道管渠築造事業  １　公共下水道管渠築造事業  １　公共下水道管渠築造事業  １　公共下水道管渠築造事業  
　・実施測量設計委託 　・実施測量設計委託 　・実施測量設計委託 　・実施測量設計委託
　・東北部処理区管渠築造工事 　・東北部処理区管渠築造工事 　・東北部処理区管渠築造工事 　・東北部処理区管渠築造工事
　・農村下水道接続（花沢・平柳供用開始予定） 　・農村下水道接続（横溝供用開始予定） 　・農村下水道接続（池庄供用開始予定） 　・農村下水道接続
　・湖南中部処理区管渠築造工事 　・湖南中部処理区管渠築造工事 　・湖南中部処理区管渠築造工事 　・湖南中部処理区管渠築造工事
　・総合地震対策（防災）工事 　・総合地震対策（防災）工事 　・総合



資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

－ － 現状維持 ○ 財源 　

見直して継続 拡大
拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 縮小 削減
事業統合 人員

Check 3 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：09安全安心な上下水道のあるまち 指 標 名 適正な事務の執行（指標設定しない） 指　　標 － ○ 新規 ○ ソフト 事務事業コード 5375

○基本的政策：02水質が保全され快適で衛生的な生活環境があるまちをつ 指標の目標値 － 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 継続 ハード 担　当　課　名 下水道課

　くります 関 係 法 令 　地方交付税法 －

○ 施策 ：01公共下水道の整備と普及促進 市 条 例 等 作　　成　　者 山脇　明

事務事業名 　下水道事業会計への一般会計からの繰出金
関連計画

公共下水道施設整備事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 020000
算

款   項   目 080501

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　公共下水道施設整備事業出資金 １　公共下水道施設整備事業出資金 １　公共下水道施設整備事業出資金 １　公共下水道施設整備事業出資金
　　　基準内繰出金　215,624千円 　　　基準内繰出金　213,851千円 　　　基準内繰出金　 　　　基準内繰出金　
　　　基準外繰出金　483,699千円　 　　　基準外繰出金　522,400千円　 　　　基準外繰出金　 　　　基準外繰出金　

主な事業内容

（年次計画）

Plan 1

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 － － － －

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 699,323千円 市債 0千円 736,251千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 699,323千円 一般財源 736,251千円

職員数/人件費 正 0人 会計任 0人 0 千円 正 0人 会計任 0人 0 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 － 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と



状維持 ○ 財源

見直して継続 拡大
拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 縮小 削減
事業統合 人員

Check 3 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：09安全安心な上下水道のあるまち 指 標 名 適正な事務の執行（指標設定しない） 指　　標 － 新規 ○ ソフト 事務事業コード 122

○基本的政策：03農村下水道施設が適正に維持管理されたまちをつくりま 指標の目標値 － 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 農村下水道課

　す 関 係 法 令 　地方交付税法 －

○ 施策 ：01汚水の適正処理 市 条 例 等 作　　成　　者 福嶋　勝宏

事務事業名 　一般会計から農業集落排水事業特別会計への繰出金
関連計画

農業集落排水事業特別会計繰出金 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 020000
算

款   項   目 060105

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　一般会計から農業集落排水事業特別会計への　 １　一般会計から農業集落排水事業特別会計への　 １　一般会計から農業集落排水事業特別会計への　 １　一般会計から農業集落排水事業特別会計への　
　繰出金 　繰出金 　繰出金 　繰出金

主な事業内容

（年次計画）

Plan 1

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 － － － －

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 9,149千円 県支出金 9,549千円

事業の財源 756,000千円 市債 0千円 773,118千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 746,851千円 一般財源 763,569千円

職員数/人件費 正 0.5人 会計任 0人 3,128 千円 正 0.5人 会計任 0人 3,321 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 - 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

- - 現



令保守管理及び機器点検（専門業者委託） 　・法令保守管理及び機器点検（専門業者委託） 　・法令保守管理及び機器点検（専門業者委託）
　・管路施設の不明水対策 　・管路施設の不明水対策 　・管路施設の不明水対策 　・管路施設の不明水対策
    
２　農村下水道使用料 ２　農村下水道使用料 ２　農村下水道使用料 ２　農村下水道使用料

主な事業内容 　・水道料金と併せて料金の徴収 　・水道料金と併せて料金の徴収 　・水道料金と併せて料金の徴収 　・水道料金と併せて料金の徴収
    

（年次計画） ３　公共下水道への接続 ３　公共下水道への接続 ３　公共下水道への接続 ３　公共下水道への接続
  ・湯里、小田苅各処理区 (Ｒ３接続)   ・花沢、平柳処理区（Ｒ４接続）　　　　　　　   ・横溝処理区（Ｒ５接続）　　　　　　　　 　   ・令和６年接続予定処理区（池庄処理区）

Plan 1 　　　処理施設建屋改修工事、地元協議 　  　処理施設建屋改修工事、地元協議 　　　処理施設建屋改修工事、地元協議 　　　処理施設建屋改修工事、地元協議
　・花沢、平柳処理区（Ｒ４接続） 　・横溝処理区（Ｒ５接続） 　・令和６年接続予定処理区（池庄処理区） 　・令和８年接続予定処理区（未定）

（実績） 　　　処理施設建屋改修設計、水槽汚泥処分最終 　　　処理施設建屋改修設計、水槽汚泥処分最終 　　　処理施設建屋改修設計、水槽汚泥処分最終 　　　接続本申請、管路修繕、施設条例の改正
　　　清掃、地元協議 　　　清掃、地元協議 　　　清掃、地元協議 　　　関係機関協議及び地元協議

Do 2 　・横溝処理区（Ｒ５接続） 　・令和６年接続予定処理区（池庄処理区） 　・令和８年接続予定処理区（未定） 　・令和９年接続予定処理区（未定）
　　　接続本申請、管路修繕、施設条例の改正 　　　接続本申請、管路修繕、施設条例の改正 　　　流量計調査等、接続事前地元協議 　　　流量計調査等、接続事前地元協議
　　　関係機関協議及び地元協議 　　　関係機関協議及び地元協議   
　・令和６年接続予定処理区（池庄処理区）    
　　　流量計調査等、接続事前地元協議    
    
４　公債費の償還 ４　公債費の償還 ４　公債費の償還 ４　公債費の償還
    
５　公営企業会計移行準備 ５　公営企業会

東

計移行準備 ５　公営企

近

業会計への移行
指標の

江

年度目標値 13.0%

市

12.5% 12.0%

総

11.4%

事業の優先

合

度 Ａ Ａ

決算額 国庫支出

計

金 0千円 予算額 国庫支

画

出金 0千円

県支出金 0

～

千円 県支出金 16,0

ま

00千円

事業の財源 1

ち

,245,873千円

づ

市債 212,700千

く

円 1,195,000

り

千円 市債 149,70

の

0千円

その他 11,9

森

67千円 その他 253

を

,157千円

一般財源

育

1,021,206千

て

円 一般財源 776,1

よ

43千円

職員数/人件

う

費 正 7.5人 会計任 1

～

.75人 50,100

■

千円 正 7.5人 会計任

令

1.75人 45,98

和

7 千円

評価
改善 方向性

0

令和04年度 事務事

5

業評価

指標の年度実績

年

Do 2 13.09%

度

令和05年度の改善の

 

取り組み Action

実

 4 令和06年度以降

施

の事業の方向性と資源

計

の配分

＜成果・課題＞

画

＜改善内容＞ 事業の方

／

向性 資源(財源・人)

◆

の配分 事業の方向性と

令

資源の配分の内容

　指

和

標の不明水率は、前年

0

より改善したものの、

4

あ 　不明水の多い地区

年

を重点的にカメラ調査

度

や流量計 現状維持 財源

 

　計画的に公共下水道

事

への接続を進め、維持

務

管理費
と一歩目標を達

事

成することができなか

業

った。 調査を進め、計

評

画的な修繕を行い、不

価

明水率の改善 の削減に

○

努める。
　各処理施設

基

の保守・機器点検につ

本

いては、専門業 を図る

目

。 見直して継続 拡大 　

標

健全経営を図るため、

：

令和６年度に特別会計

0

から
者委託により、異

9

常箇所の早期発見とそ

安

れに伴う緊 　引き続き

全

、公営企業会計への移

安

行や経営戦略に基 拡大

心

現状 公営企業会計へ移

な

行する。　
事務事業の

上

改善内容 急修繕に努め

下

た。 づく取り組みを行

水

う。 縮小 削減 ○
　公共

道

下水道への接続につい

の

ては、各種事業や接続

あ

　 事業統合 人員
Che

る

ck 3 本申請、関係

ま

機関及び地元への協議

ち

を進め、予定通 手段見

指

直 ○
り接続することが

標

できた。 休止・廃止 拡

名

大
　令和６年度から地

農

方公営企業法を全部適

村

用するた 現状 ○
め、移

下

行準備に取り組んだ。

水

完了 削減

道不明水率 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ソフト 事務事業コード 4744

○基本的政策：03農村下水道施設が適正に維持管理されたまちをつくりま 指標の目標値 11.4% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ○ ハード 担　当　課　名 農村下水道課

　す 関 係 法 令 　浄化槽法、東近江市農業集落排水処理施設条例 東近江市国土強靱
化計画、東近江市

○ 施策 ：01汚水の適正処理 市 条 例 等 作　　成　　者 福嶋　勝宏地域福祉計画

事務事業名 　公共水域の水質保全と生活環境の改善を目的に整備を行った農業集落排水処理施設の処理場施設及
関連計画び管路施設（中継ポンプ含む）について、適正な維持管理に努め、特に法令で定められている放流水

(農集)農業集落排水事業 事務事業概要 予
会   計   名 農業集落排水事の水質保持を厳守します。

大事業コード xx0000
算

款   項   目 xxxxxx

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　処理施設維持管理 １　処理施設維持管理 １　処理施設維持管理 １　処理施設維持管理
　・38処理場、81中継ポンプ 　・37処理場、81中継ポンプ 　・36処理場、81中継ポンプ 　・36処理場、81中継ポンプ
　・施設設備の保守管理 　・施設設備の保守管理 　・施設設備の保守管理 　・施設設備の保守管理
　・水質保全のための巡回管理 　・水質保全のための巡回管理 　・水質保全のための巡回管理 　・水質保全のための巡回管理
　・施設設備機器等の事故発生における緊急対応 　・施設設備機器等の事故発生における緊急対応 　・施設設備機器等の事故発生における緊急対応 　・施設設備機器等の事故発生における緊急対応
　・法令保守管理及び機器点検（専門業者委託） 　・法



7千円 市債 0千円 105,768千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 66,797千円 一般財源 105,768千円

職員数/人件費 正 2.6人 会計任 0人 14,496 千円 正 2.75人 会計任 0人 15,219 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 － 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

水道事業施設整備計画（アセットマネジメント）に 水道事業施設整備計画（アセットマネジメント）に 現状維持 財源 水道施設及び管路の老朽化に伴い、更新を計画的に
基づき、老朽管路の更新工事を実施した。今後は、 基づき、老朽管路の更新に取り組むとともに長峰加 推進することが必要であるが、繰出基準の見直しに
老朽管路の更新に加え、災害に強い施設整備を計画 圧所の耐震化を進める。 見直して継続 拡大 よる繰出金の減少が見込まれる。
的に進める必要がある。 拡大 現状

事務事業の改善内容 縮小 ○ 削減 ○
事業統合 人員

Check 3 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：09安全安心な上下水道のあるまち 指 標 名 適正な事務の執行（指標設定しない） 指　　標 － 新規 ソフト 事務事業コード 55

○基本的政策：01安定的に水道水が供給されるまちをつくります 指標の目標値 － 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ○ ハード 担　当　課　名 水道課

　 関 係 法 令 　地方公営企業繰出金について（総務省） －

○ 施策 ：01水道の安定供給 市 条 例 等 作　　成　　者 藤川　大

事務事業名 　老朽管の更新及び地震等の災害への備えとして、老朽化した水道の幹線管路を耐震管に布設替えを
関連計画行います。

上水道施設整備事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 050000
算

款   項   目 040101

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　水道管路耐震化等推進事業費老朽管更新事業　 １　水道管路耐震化等推進事業費老朽管更新事業　 １　水道管路耐震化等推進事業費老朽管更新事業　 １　水道管路耐震化等推進事業費老朽管更新事業　
　出資金 　出資金 　出資金 　出資金
  　  
　・老朽管路設計委託 　・老朽管路設計委託 　・老朽管路設計委託 　・老朽管路設計委託
　　東沖野三丁目地先ほか水道管布設替設計業務 　・老朽管路更新工事 　・老朽管路更新工事 　・老朽管路更新工事
　　ほか　3件   
　・老朽管路更新工事 ２　基幹水道構造物の耐震化事業出資金 ２　自家発電設備の整備事業出資金
　　山上町地先水道管布設替工事（第１工区）　　 　　長峰加圧所受水槽整備工事 　　長峰加圧所自家用発電機整備工事
　　ほか12件 　

主な事業内容

（年次計画）

Plan 1

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 － － － －

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 66,79



水道基準内繰出相当分 28,562,362円 　　　旧簡易水道基準内繰出相当分 　　　旧簡易水道基準内繰出相当分
（年次計画） 　　　旧簡易水道基準外繰出相当分  40,000,000円 　　　旧簡易水道基準外繰出相当分 40,000,000円 　　　旧簡易水道基準外繰出相当分 　　　旧簡易水道基準外繰出相当分 

　　（簡易水道合計）　　　　　　　68,562,362円 　　　（簡易水道合計）　　　　　 68,562,362円
Plan 1

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 － － － －

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 69,549千円 市債 0千円 71,021千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 69,549千円 一般財源 71,021千円

職員数/人件費 正 0.25人 会計任 0人 1,547 千円 正 0.25人 会計任 0人 1,743 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 － 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

－ － 現状維持 ○ 財源

見直して継続 拡大
拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 縮小 削減
事業統合 人員

Check 3 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：09安全安心な上下水道のあるまち 指 標 名 適正な事務の執行（指標設定しない） 指　　標 － 新規 ○ ソフト 事務事業コード 232

○基本的政策：01安定的に水道水が供給されるまちをつくります 指標の目標値 － 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 水道課

　 関 係 法 令 　地方公営企業繰出金について（総務省） －

○ 施策 ：01水道の安定供給 市 条 例 等 作　　成　　者 藤川　大

事務事業名 　一般会計から水道事業会計への繰出金
関連計画

水道事業会計等支出金 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 040000
算

款   項   目 040101

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

一般会計から水道事業会計への支出金 一般会計から水道事業会計への支出金 一般会計から水道事業会計への支出金 一般会計から水道事業会計への支出金
・愛知郡広域行政組合負担金　　　 　　365,000円 ・愛知郡広域行政組合負担金　　　　　476,000円 ・愛知郡広域行政組合負担金 ・愛知郡広域行政組合負担金
　 　 　 　
・水道事業会計負担金　　　　　　  69,184,362円 ・水道事業会計負担金　　　　　　 70,544,362円 ・水道事業会計負担金 ・水道事業会計負担金
　（内訳） 　（内訳） 　（内訳） 　（内訳）
　　　児童手当負担金　　　　　　　 　622,000円 　　　児童手当負担金　　　　　　　1,982,000円 　　　児童手当負担金 　　　児童手当負担金
　　（上水道合計）　　　　　　　　 　622,000円 　　　（上水道合計）　　　　　　　1,982,000円 　　　　 　　　
　　　 　　　　 　 　
　　 　 　 　

主な事業内容 　 　 　 　
　　　旧簡易水道基準内繰出相当分　28,562,362円 　　　旧簡易



  
　　ほか16件 　（繰越明許）   

（年次計画） 　・水道事業施設整備計画の見直し 　　八日市東本町地先水道管布設替工事   
 　　　　　　　　　　　　　　　　45,900千円   

Plan 1 （繰越明許）    
　八日市緑町地先ほか水道管布設替工事    

（実績） 　　　　　　　　　　　　　　　　　27,825千円    
　長峰配水池配水施設整備工事（電気・機械）    

Do 2 　　　　　　　　　　　　　　　　　52,913千円    
　長峰配水池配水施設整備工事（配管）    
　　　　　　　　　　　　　　　　　37,613千円    
    
４　公債費の償還 ４　公債費の償還 ４　公債費の償還 ４　公債費の償還
   

指標の年度目標値 33.3% 40.0% 46.7% 53.3%

事業の優先度 Ａ Ａ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 7,677千円 県支出金 9,100千円

事業の財源 2,846,986千円 市債 241,100千円 3,301,309千円 市債 286,700千円

その他 189,536千円 その他 263,770千円

一般財源 2,408,673千円 一般財源 2,741,739千円

職員数/人件費 正 16.61人 会計任 3.52人 97,516 千円 正 16.38人 会計任 3.53人 90,219 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 29.6% 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

水道事業施設整備計画（アセットマネジメント）に 施設に損傷を受けることで大きな影響を及ぼす八日 現状維持 財源 老朽化が進む水道施設や管路の更新及び耐震化を計
基づき老朽管更新を行った。また、滋賀県水道広域 市中区配水池及び八日市高区配水池の耐震診断を行 画的に推進するための予算の確保と人員の増が必要
化推進プランが策定されたことや事業の優先度を勘 う。また、老朽管更新についても計画的に進める。 見直して継続 拡大 ○ である。
案して計画の見直しを行った。今後の課題としては 拡大 ○ 現状

事務事業の改善内容 、大規模地震に備えた配水池の耐震化や老朽化が進 縮小 削減
む水道管

東

の計画的な更新が必要

近

とされる。 事業統合 人

江

員
Check 3 手段

市

見直

休止・廃止 拡大 ○

総

現状

完了 削減

合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：09安全安心な上下水道のあるまち 指 標 名 「早急に更新が必要な管路」の更新率 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 4746

○基本的政策：01安定的に水道水が供給されるまちをつくります 指標の目標値 53.3% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 水道課

　 関 係 法 令 　水道法、地方公営企業法、東近江市水道事業給水条例、東近江市水道水源保護に関する条例 東近江市地域福祉
計画

○ 施策 ：01水道の安定供給 市 条 例 等 作　　成　　者 藤川　大

事務事業名 　安心・安全で安定した水道水の供給及び水道事業の健全経営に向け、施設整備計画や経営計画に基
関連計画づき、公営企業として計画性、透明性の高い経営を行います。

(水道)水道事業 事務事業概要 予
会   計   名 水道事業会計

大事業コード xx0000
算

款   項   目 xxxxxx

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　水道水の供給 １　水道水の供給 １　水道水の供給 １　水道水の供給
    
２　水道施設の維持管理 ２　水道施設の維持管理 ２　水道施設の維持管理 ２　水道施設の維持管理
    
３　水道施設の拡張 ３　水道施設の拡張 ３　水道施設の拡張 ３　水道施設の拡張
　・水道管布設替設計 　・水道管布設替設計 　・水道管布設替設計 　・水道管布設替設計
　　東沖野三丁目地先ほか水道管布設替設計業務 　・水道管布設、布設替工事及び舗装復旧工事 　・水道管布設、布設替工事及び舗装復旧工事 　・水道管布設、布設替工事及び舗装復旧工事
　　ほか3件 　・八日市中区及び八日市高区配水池耐震診断   
　・水道管布設、布設替工事及び舗装復旧工事 　・長峰加圧所施設整備工事   

主な事業内容 　　山上町地先水道管布設替工事（第１工区）　　  


